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1.  平成22年2月期第3四半期の連結業績（平成21年3月1日～平成21年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第3四半期 65,498 ― 699 ― 294 ― 193 ―

21年2月期第3四半期 69,554 △1.2 1,586 △23.8 1,191 △28.8 414 △39.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第3四半期 16.75 ―

21年2月期第3四半期 35.85 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第3四半期 70,516 14,764 20.9 1,276.69
21年2月期 71,086 14,631 20.6 1,264.95

（参考） 自己資本   22年2月期第3四半期  14,745百万円 21年2月期  14,610百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
22年2月期 ― 2.50 ―

22年2月期 
（予想）

2.50 5.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 89,300 △4.5 1,620 △29.5 1,000 △44.0 530 △16.8 45.88
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後さまざまな要
因により、予想数値と異なる場合があります。業績予想に関する事項につきましては、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性
的情報をご覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基
準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第3四半期 11,550,000株 21年2月期  11,550,000株

② 期末自己株式数 22年2月期第3四半期  218株 21年2月期  168株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第3四半期 11,549,826株 21年2月期第3四半期 11,549,838株

－2－



【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 
当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気の悪化に一部で底打ちの兆しが見られるものの、企

業業績は低水準で推移しており、雇用情勢と所得環境の悪化が続くなか、個人消費の低迷が続いてまいりました。

また、小売業界におきましても、節約志向や低価格志向がさらに高まったことや物価の下落傾向などから、経

営環境は一層厳しさを増してまいりました。 

こうしたなか当社グループは、基本の実行や消費動向の変化への迅速な対応を徹底することにより、営業力

の強化と収益力の向上に努めるほか、コーポレート・ガバナンスの充実にも注力してまいりました。 

事業拡張につきましては、平成 21 年４月に連結子会社の株式会社でりか菜（惣菜等調理食品の製造販売業）

において、倉敷工場（岡山県倉敷市）を新設いたしました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益（売上高及び営業収入）は 654 億 98 百万円、営業利益は６

億 99 百万円、経常利益は２億 94 百万円、四半期純利益は１億 93 百万円となりました。 

事業の種類別セグメントの概況は次のとおりであります。 

小売事業につきましては、地域に密着した親しみのある店づくりを目指して、価格訴求力の強化による低価

格志向への対応や高品質なこだわり商品の導入による品揃えの充実などに引き続き取り組むとともに、インス

トア・プロモーション（店内販売促進活動）などの販売促進方法の見直しを図ってまいりました。この結果、

当第３四半期連結累計期間の小売事業の営業収益は606億38百万円、営業利益は７億29百万円となりました。 

その他の事業につきましては、惣菜等調理食品の製造販売が主なものであり、製造能力を増強するとともに

品質管理、衛生管理の徹底と製造コストの低減に努めてまいりました。この結果、当第３四半期連結累計期間

のその他の事業の営業収益は 48 億 60 百万円、倉敷工場への初期投資等もあり、営業損失は 30 百万円となりま

した。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 
(1) 資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ５億 70 百万円減少し、705 億 16

百万円となりました。これは主に、投資その他の資産が５億 50 百万円減少したことなどによるものであります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ７億３百万円減少し、557 億 51 百万円となりました。これは主に、有利子

負債の減少によるものであります。 

また、純資産は、前連結会計年度末に比べ１億 32 百万円増加し、147 億 64 百万円となりました。これは主

に、利益剰余金の増加によるものであります。 

 

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の期末残高は、13 億 71 百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、42 億 17 百万円の収入となりました。これは主に、税金等調整前四

半期純利益４億 44 百万円、仕入債務の増加額 27 億 59 百万円及び減価償却費 15 億 15 百万円によるものであり

ます。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、９億 87 百万円の支出となりました。これは主に、有形固定資産の取

得による支出 11 億 61 百万円によるものであります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、31 億 40 百万円の支出となりました。これは主に、短期借入金の純

減少及び長期借入金の返済による支出によるものであります。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

業績予想につきましては、平成 21 年 10 月７日公表の業績予想からの変更はありません。 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

  該当事項はありません。 

  なお、連結子会社である株式会社ハピーマートは、平成 21 年９月１日をもって株式会社天満屋ハピーマート

に商号変更しております。 
 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 ① 簡便な会計処理 

・一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

・たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期連結会

計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

税金費用の計算については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効

税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

  ① 四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として売価還元法による原価法によってお

りましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平

成18年７月５日公表分 企業会計基準第９号)が適用されたことに伴い、主として売価還元法による原価

法（貸借対照表価額については、収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

また、セグメント情報に与える影響は軽微であります。 

③ リース取引に関する会計基準の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

よっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改

正平成19年３月30日 企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準委員会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針第16号）が平成20年

４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになった

ことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価

償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

また、セグメント情報に与える影響はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,371,458 1,282,014

受取手形及び売掛金 1,534,643 1,471,523

営業貸付金 1,635,118 1,779,325

商品 5,521,469 5,524,447

貯蔵品 65,320 22,120

その他 1,469,389 1,592,881

貸倒引当金 △215,411 △217,757

流動資産合計 11,381,989 11,454,557

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 19,250,532 19,546,223

土地 16,368,750 16,368,405

その他（純額） 1,743,223 1,422,455

有形固定資産合計 37,362,506 37,337,084

無形固定資産   

のれん 668,357 703,837

その他 3,129,805 3,067,411

無形固定資産合計 3,798,163 3,771,248

投資その他の資産   

差入保証金 6,687,587 7,508,699

敷金 8,515,218 8,926,594

その他 3,784,490 3,102,325

貸倒引当金 △1,013,949 △1,013,882

投資その他の資産合計 17,973,347 18,523,737

固定資産合計 59,134,017 59,632,070

資産合計 70,516,006 71,086,627
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,439,501 5,686,789

短期借入金 17,695,934 19,970,210

未払法人税等 165,803 431,850

賞与引当金 232,500 182,351

その他 2,134,785 2,585,470

流動負債合計 28,668,524 28,856,671

固定負債   

長期借入金 19,319,836 20,076,360

退職給付引当金 2,783,577 2,752,394

役員退職慰労引当金 100,780 110,180

利息返還損失引当金 168,200 198,200

建物等撤去引当金 173,000 189,570

長期預り保証金 1,513,957 1,609,110

長期預り敷金 2,517,046 2,555,315

その他 506,828 107,448

固定負債合計 27,083,226 27,598,578

負債合計 55,751,751 56,455,250

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,697,500 3,697,500

資本剰余金 5,347,500 5,347,500

利益剰余金 5,662,859 5,527,044

自己株式 △191 △153

株主資本合計 14,707,668 14,571,890

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 37,912 38,172

評価・換算差額等合計 37,912 38,172

少数株主持分 18,673 21,314

純資産合計 14,764,255 14,631,377

負債純資産合計 70,516,006 71,086,627
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

売上高 62,693,514

売上原価 47,160,944

売上総利益 15,532,569

営業収入 2,804,756

営業総利益 18,337,325

販売費及び一般管理費 17,637,932

営業利益 699,393

営業外収益  

受取利息及び配当金 24,190

協賛金収入 13,626

その他 10,412

営業外収益合計 48,229

営業外費用  

支払利息 445,708

その他 7,558

営業外費用合計 453,266

経常利益 294,356

特別利益  

受取補償金 218,321

補助金収入 26,100

特別利益合計 244,421

特別損失  

固定資産除却損 81,397

その他 12,480

特別損失合計 93,877

税金等調整前四半期純利益 444,899

法人税等 251,576

少数株主損失（△） △241

四半期純利益 193,564
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 444,899

減価償却費 1,515,215

のれん償却額 35,479

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,278

賞与引当金の増減額（△は減少） 50,149

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31,183

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,400

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △30,000

建物等撤去引当金の増減額（△は減少） △16,570

受取利息及び受取配当金 △24,190

支払利息 445,708

固定資産除却損 81,397

売上債権の増減額（△は増加） △63,119

営業貸付金の増減額（△は増加） 144,206

たな卸資産の増減額（△は増加） △40,222

仕入債務の増減額（△は減少） 2,759,544

その他 △152,878

小計 5,169,124

利息及び配当金の受取額 24,320

利息の支払額 △458,436

法人税等の支払額 △517,964

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,217,043

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △1,161,544

無形固定資産の取得による支出 △145,855

貸付けによる支出 △16,398

貸付金の回収による収入 2,666

敷金及び保証金の差入による支出 △8,001

敷金及び保証金の回収による収入 505,799

預り敷金及び保証金の受入による収入 29,984

預り敷金及び保証金の返還による支出 △193,721

投資活動によるキャッシュ・フロー △987,069

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,740,000

長期借入れによる収入 8,792,000

長期借入金の返済による支出 △9,082,800

リース債務の返済による支出 △49,543

自己株式の取得による支出 △37

配当金の支払額 △57,749

その他 △2,400

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,140,530

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 89,443

現金及び現金同等物の期首残高 1,282,014

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,371,458
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

（事業の種類別セグメント情報） 

当第３四半期連結累計期間(自 平成 21 年３月１日 至 平成 21 年 11 月 30 日) 

 
小売事業 
(千円) 

その他の事業
(千円) 

計(千円) 
消去又は 
全社(千円) 

連結(千円) 

  営業収益  

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益 

60,638,202 4,860,068 65,498,270 ― 65,498,270

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高 

71,172 1,085,423 1,156,596 (1,156,596) ―

計 60,709,374 5,945,492 66,654,866 (1,156,596) 65,498,270

  営業利益又は 
営業損失(△) 

729,685 △30,292 699,393 ─ 699,393

（注）１ 事業区分の方法 

      事業区分の方法は、グループ内の事業展開を基準として区分しています。 
    ２ 各事業区分の主要な内容 
     ・小売事業‥‥‥‥食料品、雑貨、衣料品の小売業及びこれに付帯する店舗賃貸業等であります。 

     ・その他の事業‥‥惣菜等調理食品の製造販売業及び関係会社等への商品供給に係る事業であります。 

    ３ 営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。 
 

（所在地別セグメント情報） 

当第３四半期連結累計期間(自 平成 21 年３月１日 至 平成 21 年 11 月 30 日) 

当グループはすべて本国で事業を営んでおり、該当事項がないため、その記載を省略しております。 

 

（海外売上高） 

当第３四半期連結累計期間(自 平成 21 年３月１日 至 平成 21 年 11 月 30 日) 

当四半期連結累計期間における海外売上高は該当事項がないため、その記載を省略しております。 
 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 
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「参考資料」      

前年同四半期に係る財務諸表等    

 （要約）四半期連結損益計算書    

 前第３四半期連結累計期間（自 平成 20 年３月１日  至 平成 20 年 11 月 30 日） 

  
前年同四半期 

(平成 21 年 2 月期第３四半期）   

   

 科  目 

金  額 （千 円）   

              

Ⅰ 売上高   66,620,585   

Ⅱ 売上原価    50,158,158   

  売上総利益  16,462,426   

Ⅲ 営業収入   2,934,121   

  営業総利益  19,396,548   

Ⅳ 販売費及び一般管理費   17,810,241   

  営業利益  1,586,307   

Ⅴ 営業外収益   107,124   

Ⅵ 営業外費用   502,146   

  経常利益  1,191,285   

Ⅶ 特別損失   231,833   

  税金等調整前四半期純利益  959,452   

  税金費用  541,035   

  少数株主利益  4,299   

  四半期純利益  414,117   
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